
当別町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

コミュニティバスの運行による住民サービスの向上効果を得るため、次の目標を定める。
【青山線】
令和4年補助年度実績5,372人/年から6.6％増加させた 5,730人/年を目標とする。
【市街地予約型線】
令和4年補助年度実績3,013人/年から6.6％増加させた 3,210人/年を目標とする。
【西当別道の駅線】
令和4年補助年度実績7,061人/年から6.6％増加させた 7,530人/年を目標とする。

協議会開催状況生活交通確保維持改善計画の目標

令和5年6月28日 第1回協議会を開催
主な協議事項：令和6年度地域内フィーダー系統確保維持計画他
令和5年10月12日 第2回協議会を開催
主な協議事項：ダイヤ改正について他
令和5年12月22日 第3回協議会を開催
主な協議事項：地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価他
令和6年2月14日 第4回協議会を開催
主な協議事項：ルート変更、ダイヤ改正、令和6年度事業計画・予算案他
令和6年6月24日 第1回協議会を開催
主な協議事項：地域公共交通計画の評価、地域内フィーダー系統確保維持計画他
令和6年10月17日 第2回協議会を開催
主な協議事項：ダイヤ改正について他
令和6年12月24日 第3回協議会を開催
主な協議事項：地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価他令和６年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

当別町のコミュニティバスは、スウェーデンヒルズ地区とJR太美駅を経由し、札幌
市北区とを結ぶ地域間幹線路線とこれに付随するフィーダー5系統を確保しており、
通勤・通学・高齢者等の通院のほか、買い物などに利用されており日常生活に不可
欠なものである。交通弱者である子どもや高齢者の移動手段を確保することで、住
民の住環境の向上、高齢者の行動範囲拡大による健康増進を図るほか、コミュニ
ティバスを通じて環境問題への啓発も資することができる。一度失ってしまったバス
交通を回復させるために５年の歳月を要したことを考えると、バス路線は容易に廃
止すべきものではなく、町民の健康で安全な必要最低限の住環境を守るためにも、
地域公共交通の中心であるコミュニティバスを確保することは重要である。

１ 青山線① JR当別駅南口～とうべつ整形外科～みどり野会館 １回200円 平日7便 休日6便 運行日数365日（平日241日 休日124日） 運行回数1,215.5回
２ 青山線② JR当別駅南口～とうべつ整形外科～青山会館  １回200円 平日のみ8便運行 運行日数241日 運行回数964回
３ 市街地予約型線 JR当別駅南口～当別町内～JR当別駅南口  １回200円 平日のみ8便運行 運行日数241日 運行回数1,323回
４ 西当別道の駅線 北欧の風道の駅とうべつ～JR太美駅～ヒルズE5-3-17 1回200円 平日9便 休日10便 運行日数365日（平日241日 休日124日）
運行回数1,704.5回

５ スターライト道の駅線 北欧の風道の駅とうべつ～JR太美駅～太美スターライト中央 1回200円 平日3便 休日3便 運行日数364日（平日241日 休日124日）
運行回数547.5回

地域公共交通の現況

【鉄道】
・ＪＲ札沼線
当別駅、太美駅、北海道医療大学駅、ロイズタウン駅
【コミュニティバス等】
・当別ふれあいバス
地域間幹線系統：あいの里金沢線
地域内フィーダー系統：青山線、市街地予約型線、西当別道の駅線
・月形当別線
【タクシー・ハイヤー】
・３社
【スクールバス】
・１１系統
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令和６年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・「とべナビ」アプリの運用、デジタルサイネージの運用
・地域向けモビリティ・マネジメント
・小学生向けのモビリティ・マネジメント
・小中学生向け夏休み冬休み子ども定期券の販売
・利用者ヒアリング調査（車内ヒアリング）

２

２）運行系統

【青山線】 【市街地予約型線】【西当別道の駅線】



３

３）利用実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R6 156 150 293 194 347 278 239 232 184 207 172 247

R5 167 168 511 276 469 346 154 200 216 153 157 171
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市街地予約型線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R6 484 431 572 521 523 519 466 464 427 444 364 404

R5 423 416 479 376 490 489 377 461 460 452 527 527
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青山線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R6 628 684 834 712 784 793 721 702 657 688 745 587

R5 540 632 743 624 758 803 700 667 714 700 678 690
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西当別道の駅線・スターライト道の駅線



４

４）収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R6 53,959 48,050 63,769 58,084 58,306 57,861 51,952 51,729 47,604 49,499 40,580 45,040

R5 47,886 47,093 54,225 42,565 55,470 55,357 42,678 52,187 52,074 51,169 59,659 59,659
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青山線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R6 17,392 16,723 32,665 21,628 38,685 30,993 26,645 25,864 20,513 23,077 19,175 27,537

R5 18,905 19,018 57,847 31,244 53,093 39,169 17,433 22,641 24,452 17,320 17,773 19,358
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市街地予約型線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R6 70,012 76,256 92,978 79,377 87,404 88,407 80,381 78,262 73,246 76,702 83,056 65,442

R5 61,131 71,545 84,111 70,640 85,809 90,903 79,243 75,508 80,828 79,243 76,753 78,111
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西当別道の駅線・スターライト道の駅線



６）目標・効果達成状況

１．青山線①②

年間利用者数 目標 5,730人 実績 5,619人

２．市街地予約型線

年間利用者数 目標 3,210人 実績 2,699人

３．西当別道の駅線、スターライト道の駅線

月間利用者数 目標 7,530人 実績 8,535人

４

７）事業の今後の改善点

１．青山線①②
利用者の減少にともない、継続して移動手段を確保するた
めに、運行形態の見直しを検討する

２．市街地予約型線
運行エリアの見直しについて検討するとともに、引き続き利
用方法の周知や地域でのモビリティ・マネジメントを実施す
る。

３．西当別道の駅線、スターライト道の駅線
目標は達成できたものの、１便当たりの乗降客数は低く、運
行形態やダイヤの見直し等、更なる利用促進を図る。

運輸局記載欄

１．青山線①②
事業が計画に位置付けられたとおり適正に実施されている。

２．市街地予約型線
事業が計画に位置付けられたとおり適正に実施されている。

３．西当別道の駅線、スターライト道の駅線
事業が計画に位置付けられたとおり適正に実施されている。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果（案）
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